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八竜IC

能代南IC

能代東ＩC

大館北IC
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二井田真中IC

鷹巣IC

小繋IC(仮)
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二ツ井今泉道路

延長5.9km

鷹巣大館道路（Ⅱ期）

鷹巣大館道路

延長13.9km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神） 二ツ井白神～大館能代空港

延長約18km延長16.7km

大館西道路 大館北～小坂

延長8.8km 延長14.0km
Ｈ25迄開通 Ｈ25開通H29迄開通Ｈ19迄開通

大館能代空港IC

伊勢
堂岱ＩＣ

蟹沢ＩＣ

今泉IC(仮)

（今回一体評価区間）日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂 約71km

１．事業の目的と概要 日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂

○事業概要

日本海沿岸東北自動車道は、新潟県新潟市を起点として秋田県能代市や秋田県大館市を経て青森県青森市に至る高規格
道路。
能代～小坂間は、災害時のリダンダンシーの確保、国道７号の混雑緩和、安定的な物流ルートの確保等による産業・企業活
動の支援、迅速かつ安定的な救急搬送、広域的な連携・交流の促進等に寄与。

秋田県

岩手県

宮城県山形県

福島県

日本海沿岸
東北自動車道
（能代～小坂）

青森県

社会情勢の変化等

1

の し ろ こ さ かに ほ ん か い え ん が ん と う ほ く じ ど う し ゃ ど う

起終点 ：秋田県能代市～秋田県鹿角郡小坂町 延長（開通済）：約７１km （５８．７km）
幅員 ：１２．０～１３．５ｍ 道路規格 ：第１種第２級／第１種第３級
※琴丘能代道路は完成４車時２３．５ｍ、大館西道路・大館北～小坂は完成４車時２２．０ｍ
設計速度 ：８０～１００km/h
事業化 ：昭和５７年度（大館西道路）

昭和５８年度（琴丘能代道路）
平成１０年度（大館北～小坂）
平成１７年度（鷹巣大館道路）
平成１９年度（鷹巣大館道路Ⅱ期）
平成２４年度（二ツ井今泉道路）

用地着手：昭和５９年度（大館西道路）
昭和５９年度（琴丘能代道路）
平成１３年度（大館北～小坂）
平成１８年度（鷹巣大館道路）
平成２０年度（鷹巣大館道路Ⅱ期）
平成２５年度（二ツ井今泉道路）

工事着手：平成 元年度（大館西道路）
昭和６１年度（琴丘能代道路）
平成１６年度（大館北～小坂）
平成１８年度（鷹巣大館道路）
平成２１年度（鷹巣大館道路Ⅱ期）
平成２６年度（二ツ井今泉道路）

あ き た け ん の し ろ し あ き た け ん か づ の ぐ ん こ さ か ま ち

日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂 全体位置図

T’15= 9,209台/日

T’15= 6,718台/日

T’15= 16,451台/日

T’15= 19,768台/日

T’15= 2,253台/日

T’15= 8,184台/日

T’15= 2,383台/日

凡例
： 開通済
： 事業中

その他道路凡例
道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例
： 市役所
： H27センサス交通量

大館市

北秋田市

能代市

大館市役所

北秋田市役所

能代市役所 T’15=
11,480台/日

（前回個別評価区間）



２．前回評価時からの周辺環境等の変化
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◆前回評価時からの周辺環境等の変化はない
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凡例
： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時からの

変更箇所

その他道路凡例
道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ４車線
： ２車線

車線数

その他凡例

： DID地区
： 工業団地

二ツ井今泉道路
延長5.9km

延長1.7km 延長12.2km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神） 二ツ井白神～大館能代空港

延長約18km延長16.7km

大館西道路 大館北～小坂

延長8.8km 延長14.0km
Ｈ25迄開通 Ｈ25開通

Ｈ28開通

Ｈ19迄開通

H29開通
延長13.9km

鷹巣大館道路（Ⅱ期）

鷹巣大館道路



３．事業の必要性 （１）事故減少 関連性の高い３便益：交通事故減少便益

延長5.9km
二ツ井今泉道路

大堤下
交差点

小繋
交差点

きみまち阪
交差点

〔小繋IC(仮)〕

今泉交差点
〔今泉IC(仮)〕

冬期・カーブ区間での
正面衝突が多い

R260 R300
R250

R500

R300
R300

R500

R250

カーブ区間 正面衝突発生箇所（冬期）
事故危険箇所（事故ゼロプラン指定箇所）

蟹沢IC
0
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出典：H24-R2イタルダデータ

■ 事故類型

秋田県平均
19.3件/億台キロ

単路 交差点

106.1
約5倍 冬期の事故の多くが

正面衝突

出典：H24-R2イタルダデータ

0.24件/月

0.38件/月

【3～11月】 【12～2月】

冬期の事故が
約1.6倍多い

出典： H24-R2イタルダデータ

■ 対象区間の通常期・冬期の死傷事故割合

大
堤
下

交
差
点

小
繋交

差
点

100件/億台キロ
（事故危険箇所）

●事故危険箇所（指定済み）３箇所
●秋田県平均死傷事故率19.3件/億台キロ

⇒事故危険箇所は県平均の約4～７倍の事故率

二ツ井今泉道路は
トンネル区間が約４割

冬期事故を低減

二ツ井今泉道路は
中央分離帯が設置

正面衝突を回避

◆二ツ井今泉道路の現道には事故危険箇所が３箇所存在し、冬期、カーブ区間で正面衝突の事故が発生
◆二ツ井今泉道路の整備により、カーブ連続区間の走行回避、冬期でも安全な交通環境を確保（当該道路の約４割がトンネル区間のため）

（件/億台キロ）

■ 対象区間の死傷事故率
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約4倍
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関連SDGｓ



大館市

北秋田市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

上小阿仁村

五城目町

八郎潟町

大潟村

■ 国道７号の全面通行止め箇所および迂回ルート

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査結果
※ピーク時速度（上下最低速度）より算出

Ｈ27年以降の開通区間は70㎞/ｈと設定

釈迦内産業団地

・二井田工業団地
・大館・大館第二工業団地

能代市

大館市

大館南IC

大館北IC

小繋IC
(仮)

二ツ井白神IC
伊勢堂岱IC

N

■ 国道７号（能代市～大館市間）の全面通行止め履歴
No. 発生年月日 規制要因 規制時間

① H21.7.19 大雨による二ツ井東トンネルの漏水 3時間

② H23.8.17 大雨による土砂流入 21時間30分

③ H24.1.30 予防的通行規制による除雪、
大雪によるスタック発生 4時間20分

④ H25.8.9 局地的大雨による河川水位上昇 22時間10分

⑤ H25.9.16 台風18号による冠水 5時間20分

⑥ R4.8.3 大雨による冠水 ５時間20分

⑦ R4.8.10 大雨による冠水 2時間10分

H23.8 大雨による土砂流入

H24.1 大雪によるスタック発生状況

74

124

69

0

75

150

現在 迂回時 日沿道全線
整備時

（分）

▼所要時間の変化
（能代市～大館市）

能代南IC

八竜IC

琴丘森岳IC

・日沿道の未開通時は国道7号が通行止めとなった場合、迂回路がなく輸送ができ
なかった。日沿道の全線整備により、災害時の代替路が確保される。

・多数の傷病者発生時では、管内外で相互に応援対応しており、広域連携・防災
面でも日沿道の全線開通による効果は大きい。

（R2.1 ヒアリング結果）

《物流会社・救急隊員の声》

②
⑤

④③

鷹巣IC

二井田真中IC

今泉IC
(仮)

大館能代
空港IC

蟹沢IC

能代東IC

３．事業の必要性 （２）災害時の信頼性

◆国道7号(能代市～大館市)は、第1次緊急輸送道路に指定されているが、平成21年以降に全面通行止めが７件発生
◆二ツ井今泉道路の現道や日沿道の未開通区間には迂回路がなく、国道7号の通行止め時に広域迂回が生じる
◆日沿道の整備により、災害時における代替性を確保

能代工業団地

大野台工業団地

五城目八郎潟IC

①

4

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

現在（R4.4）
迂回時
日沿道全線整備時
全面通行止め区間
予防的通行規制
（除雪優先）区間

二ツ井今泉道路

延長5.9km

延長1.7km

鷹巣大館道路

延長12.2km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神） 二ツ井白神～大館能代空港

延長約18km延長16.7km

大館西道路 大館北～小坂

延長8.8km 延長14.0km

Ｈ25迄開通 Ｈ25開通

Ｈ28開通

Ｈ19迄開通

H29開通
延長13.9km

日沿道の未開通区間には
周辺に迂回路がない

（R3.8 ヒアリング結果）

関連SDGｓ

⑥⑦



■ 北秋田市から能代厚生医療センターへの搬送ルート

二ツ井今泉道路
延長5.9km

北秋田市消防本部

鷹巣IC

大館能代
空港IC

蟹沢IC

能代東IC

能代南IC

八竜IC

7

7

285

E7
285

105

N

E7

３．事業の必要性 （３）救急医療支援

◆北秋田市消防本部の管外搬送件数のうち、約４割が能代・秋田方面の病院へ搬送されており、日沿道を利用
◆沿線地域の脳血管疾患による死亡率は、全国２位の秋田県平均を更に大きく上回り県内でも死亡率が高い
◆日沿道の整備により、時間的な猶予が限られる脳血管疾患の救急搬送を迅速かつ安定的に支援

二井田真中IC

■ 脳血管疾患による死亡率(地域別)

大館鹿
角

56%

その他
2%

135件
（R3年）

■ 北秋田消防本部の管外搬送件数割合

資料：北秋田市消防本部資料

能代山本
18％

秋田周辺
24％

今泉
IC(仮)小繋IC(仮)二ツ井

白神IC

概ね半数は能代・秋田方面
三種町

能代市

大館市

北秋田市

伊勢堂岱
IC

能代山本
医師会病院

(二次)

能代厚生
医療センター

(二次)

秋田大学医学部附属病院（三次）へ

5

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

60 65 70 75 80 85 90
55%

60%

65%

70%

75%

80%

生
存
率(

％)

搬送時間(分)

脳梗塞の時間別生存率

81分

65％

76分

68％

・搬送時間：81分→76分
（約5分短縮）

・生存率 ：65％→68％
（約3ポイント増加）

■搬送時間と生存率の改善（脳梗塞の例）

資料：道路整備による救急医療改善効果、藤本ら
（交通工学、2010年9月）

H28開通

延長12.2km延長1.7km

H29開通

鷹巣大館道路二ツ井白神～大館能代空港
延長約18km 延長13.9km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神）

H19迄開通
延長16.7km

国道7号は追越が困難な
場所もある。開通により搬
送時間が短縮され、一刻も
早く医師による傷病者の処
置等が行える。
救急活動において、より迅
速な高次医療施設への搬
送は不可欠なので、日沿道
の全線整備は重要である。

(Ｒ3.8 ヒアリング結果)

《救急隊員の声》

関連SDGｓ
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大館・北秋田
・能代保健所

秋田県 全国

10万人対 日沿道沿線地域は
更に秋田県平均
を約３割上回る

資料：R2秋田県衛生統計年鑑

秋田県の死亡率
全国２位



凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

大館市

北秋田市

藤里町八峰町

能代市

三種町

小坂町

大潟村

鹿角市

＜輸送ルート＞
枝豆
ねぎ

鷹巣IC

二井田真中IC今泉
IC(仮)

小繋
IC(仮)

二ツ井白神IC
大館能代
空港IC

蟹沢IC

伊勢
堂岱IC

大館南IC

大館北IC

小坂北
IC

小坂JCT

小坂IC

十和田IC

鹿角八幡平IC
能代東IC

能代南IC

八竜IC

琴丘森岳IC

関東へ出荷

二ツ井今泉道路
延長5.9km

285

E77

E7 E4

JAかづの

105

JA秋田やまもと

大館能代空港

7

積込積込

積込積込
積込積込

積込積込

■ 枝豆の東京都中央卸売市場シェア
（R3.7～10月）

■枝豆の販売量の推移

資料：東京都中央卸売市場HP

群馬
32%

秋田
28%

山形
15%

新潟
9%

埼玉
6%

千葉
3%

神奈川
2% その他

5%

R3
（7～10月）

4,432t

全国2位

日沿道の整備が進み、関東方面への輸送ルートが複数出来た事
で、「積み合わせ」が可能となり、輸送の効率化が図られた。
カーブでの横揺れや、交差点によるブレーキが荷痛みリスクに繋が
り、走行性の良い自専道には期待する。
日沿道の全線開通で集荷時間の後倒しによる当日の出荷量の
増加等、秋田県北地域の農業振興に繋がる。 （R3.8 ヒアリング）

《農業関係企業》

◆秋田県産の「ねぎ」と「枝豆」の東京都中央卸売市場の取扱量は全国トップクラス。県北地域では農産品の生産性強化を推進
◆関東方面へ「ねぎ」を出荷する際には日沿道を利用。「枝豆」も沿線の各JAを経由し大型トラックに積込ながら輸送
◆日沿道の整備により輸送効率化が図られ、鮮度維持等、地域産業の振興を支援

３．事業の必要性 （４）地域産業・物流支援

■「ねぎ」と「枝豆」の出荷ルート

写真：秋田県HP

写真
JAあきた白神HP

秋田
15%

茨城
14%

青森
12%千葉

10%
栃木
9%

埼玉
8%

北海道
8%

その他
24%

R3
（10～12月）

16,025t

■ ねぎの東京都中央卸売市場シェア
（R3.10～12月）

資料：東京都中央卸売市場HP

全国1位

120 
126 130 

138 
145 

157 

172 

188 

100

150

200

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

(ha)

■ ねぎの栽培面積の推移
（能代市）

資料：JAあきた白神

資料：JAあきた白神 ねぎ部会資料

147181
244252225

395
472479

570555
666

872818
755

961

763800
920

814

1,107

1,320
1,420

1,515

1402

1,775

1564

0

500

1000

1500

2000

H8 H9 H1
0

H1
1

H1
2

H1
3

H1
4

H1
5

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0 R1 R2 R3

販売額

・昭和男鹿半島IC~秋田南IC開通
・秋田道が東北道と接続[H9末]

・琴丘能代道路（琴丘森岳~八竜）開通[H14.3]

・琴丘能代道路（能代東~二ツ井白神）開通[H19.8]

・大館北～小坂、大館西道路開通[H25.11]

・鷹巣大館道路（鷹巣～二ツ井真中）開通[H28.10]

・能代市園芸メガ団地の整備開始（H26～）

・鷹巣西道路
（蟹沢～大館能代空港）
開通[R2.12]

・鷹巣大館道路（大館能代空港～鷹巣）開通[H30.3]

（百万円）

6

■ 白神ねぎの販売額の推移

1.72 2.12 2.14 
4.13 

2.50 

12.92 
14.76 15.00 

0

5

10

15

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

(ｔ)

資料：JAあきた白神

[H28.10] 鷹巣大館道路
（鷹巣～二ツ井真中）

[H30.3] 鷹巣大館道路
（大館能代空港～鷹巣）

[R2.12] 鷹巣西道路（蟹沢～大館能代空港）

JAあきた
白神

積込積込

秋田市・関東へ出荷

鷹巣大館道路

H28開通
延長

12.2km
延長

1.7km

大館北～小坂

H25開通
延長14.0km

H29開通

二ツ井白神～大館能代空港
琴丘能代道路

（能代南～二ツ井白神）
H19迄開通

延長16.7km
延長約18km

大館西道路

H25迄開通
延長8.8km

延長13.9km

JAあきた北
JAあきた白神
（園芸メガ団地） JA秋田

たかのす

積込積込

関連SDGｓ



6,695 6,714 6,837 8,014 

4,018 4,616 

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3

(千人)

■ 県北地域の全体観光入込客数の変化

資料：秋田県観光統計
県北地域：八峰町、藤里町、能代市、三種町、大館市、北秋田市、

上小阿仁村、小坂町、鹿角市

鷹巣IC～二井田
真中IC開通

大館能代空港IC
～鷹巣IC開通

■伊勢堂岱縄文館の入館者数の推移

３．事業の必要性 （５）観光地域交流支援

◆秋田県北地域では大館能代空港を中心とした観光エリアが多数存在しており、観光入込客数は増加傾向
◆沿線地域では、新しく世界文化遺産に「北海道・北東北の縄文遺跡群」が登録され、伊勢堂岱縄文館の入館者数は過去最多を記録
◆日沿道の整備により、大館能代空港を中心とした観光周遊エリアの拡大に期待
■ 観光入込客数5万人以上の地点 ・ 世界遺産に登録された自然や文化

7

構成資産
関連資産

北海道

秋田県
岩手県

青森県

北海道・北東北の縄文遺跡群

白神山地のブナ林
岳岱（だけだい）

伊勢堂岱遺跡

伊勢堂岱
遺跡

大湯環状
列石

R3年度は過去最多の入館者数

10.2
6.4

9.5 8.3
5.1

18.3

0

5

10

15

20

H28 H29 H30 H31 R2 R3

（千人）

（年度）

蟹沢IC～大館能代空港IC開通
大館能代空港IC～鷹巣IC開通

世界文化遺産登録

約2倍

新型コロナウイルス
感染症の発生

資料：北秋田市教育委員会ヒアリング結果

大館市

北秋田市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

上小阿仁村

鹿角市

八郎潟町

大潟村

小坂町ハタハタ館

湯瀬温泉郷

鹿角観光
ふるさと館

北欧の杜公園

道の駅 かみこあに

道の駅 ひない

大館能代空港
285

E7

7

E7

E4

7

105

伊勢堂岱遺跡
R3年世界遺産
登録決定

二ツ井今泉道路
延長5.9km

大館能代空港IC
鷹巣IC

二井田真中IC

今泉IC
(仮)

103

二ツ井
白神IC 小繋IC

(仮)
蟹沢
IC

伊勢
堂岱
IC

能代東
IC

能代南
IC

八竜IC

琴丘森岳IC

碇ヶ関IC

小坂北IC
小坂
JCT

大館北
IC

大館南IC

小坂
IC

十和田
IC

鹿角
八幡平
IC

大湯環状列石
R3年世界遺産
登録決定

＜観光地点＞※R3年で5万人以上の観光地点
北秋田市・上小阿仁村・能代市・八峰町・三種町
鹿角市・小坂町・大館市
H28年以降で新たに入込客数が5万人以上となった地点
世界文化遺産（北海道・東北の縄文遺跡群）

白神山地
世界遺産
センター

鷹巣大館道路

H28開通
延長

12.2km
延長

1.7km

大館北～小坂
H25開通

延長14.0km

H29開通

二ツ井白神～大館能代空港
琴丘能代道路

（能代南～二ツ井白神）
H19迄開通

延長16.7km
延長約18km

大館西道路
H25迄開通
延長8.8km

延長13.9km

ニプロハチ公ドーム
（大館樹海ドーム）

道の駅ふたつい
（H30年7月移転オープン）

雪沢温泉郷秋田犬の里
（R1年５月オープン）

道の駅 おおゆ
（H30年4月オープン）

矢立温泉郷

道の駅 たかのす

これまでの開通で空港やインターチェンジ等とのアクセスが良くなり、縄文遺跡群
の中で一番最初に訪れる場所になりつつある。日沿道の全線開通で更に時間
短縮され、今後訪問する大きな動機になる。

（R3.11 ヒアリング）

日沿道の全線整備により、県内のみならず、北東北3県の周遊ルートとして活
用が期待され、地域の観光資源の魅力向上にも繋がる。

（R2.1 ヒアリング）

《自治体の声》

関連SDGｓ

国立公園
十和田湖

白神山地

世界自然遺産

四季美館

釜谷浜海水浴場

体験学習物産館
サンバリオ

（道の駅ことおか）



■高卒者求人倍率の推移

■工業団地の拡張

工業団地拡張済み
面積：約11.4ha

大館第二工業団地

二井田工業団地

大館工業団地

大館市：工場新設・増設 新規工業団地を拡張

工業団地拡張済み
面積：約1.9ha

資料：秋田県労働局、厚生労働省※各年7月時点の求人倍率

釈迦内産業団地

H24～R3で新設した工場

H24～R3で増設した工場

北秋田大野台
工業団地

二ツ井今泉道路
延長5.9km

・二井田工業団地
・大館工業団地
・大館第二工業団地

日沿道の整備により、北秋田市からの通勤の利
便性向上を実感している。 また、従業員が能代
市から通勤が可能となり、さらに、能代市方面の
高校から新卒採用の応募や工場見学も増えてい
る。
日沿道の全線整備は、安定性・安全性が確保さ
れた輸送に寄与する。また、通勤圏の拡大や利便
性向上に繋がると期待している。

（R1.12、R3.8 ヒアリング）

《大館工業団地内企業の声》

N

３．事業の必要性 （６）企業立地支援

◆日沿道の開通時期公表や開通延伸に伴い、大館市と北秋田市では企業の新増設が進み、多くの新規雇用者数を創出
◆秋田県北地域の高卒者求人倍率は高水準を維持しており、地元企業は雇用の拡大を図っている
◆日沿道の整備により、県北地域への企業進出や新規雇用を支援

大館市
北秋田市

藤里町
小坂町

■北秋田市の新増設件数と新規雇用者数*1の推移 ■大館市の新設増設件数と新規雇用者数*2の推移

1工場3工場4工場4工場
5工場

6工場
8工場

12工場
16工場

17工場
20工場

23工場

17
47 57 57 67 88

101
128
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171

192 218

0
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200
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30

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

新
規
雇
用
者
数
累
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新
設
増
設
件
数
累
計

新設増設件数累計

新規雇用者数累計

（人）（件）

（年度）

資料：北秋田市提供

23工場が新増設 218名の雇用創出

※工場数はH22からの累計値

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
鷹巣～二井田真中

開通

*1：正規雇用者数

144
207
369

579 628
628

685 693 703 755

0

200
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0

40
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新
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用
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累
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新
設
増
設
件
数
累
計

新設増設件数累計

新規雇用者数累計

（人）（件）

（年度）

71工場
78工場

81工場
73工場

資料：大館市提供

16工場
28工場
41工場

1工場 1工場

58工場

※工場数はH22からの累計値

61工場

*2：パート含みの
雇用者数

81工場が新増設 755名の雇用創出

67工場

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
鷹巣～二井田真中

開通

H30.3
空港～鷹巣
開通

延べ44億円の投資（H22～R3） 延べ721億の投資（H24～R3）

※R2の新規雇用者数は見込みを含む

H30.3
空港～鷹巣
開通

R2.12
蟹沢～空港
開通

R2.12
蟹沢～空港
開通

鷹巣IC

二井田真中IC

今泉
IC(仮)

小繋IC(仮)

二ツ井白神IC
大館能代
空港IC

蟹沢IC

伊勢堂岱IC

大館北IC

小坂北
IC

小坂JCT

小坂IC

十和田IC

大館南IC

能代市

能代港

能代東IC

能代南IC
能代木材
工業団地

能代工業団地

八竜IC

八峰町

8

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

0.56

0.83
1.24

1.72

2.42
2.01

2.86
3.13

3.42
3.723.79

3.09

2.38

0

1

2

3

4

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

秋田県北地域 秋田県 全国
鷹巣大館道路

H28開通
延長

12.2km
延長

1.7km

大館北～小坂
H25開通

延長14.0km

H29開通

二ツ井白神～大館能代空港
琴丘能代道路

（能代南～二ツ井白神）
H19迄開通

延長16.7km
延長約18km

大館西道路
H25迄開通
延長8.8km

延長13.9km

関連SDGｓ



４．事業計画の変更内容

9

二ツ井今泉道路の事業費増（全体事業費３３５億円→５４３億円） ＋６２％ （増２０８億円）

項 目 増額 増額要因 概 要
①斜面崩落対策工の追加 14億円 現場条件の変更 斜面崩落による対策工の追加
②法面工の変更 10億円 〃 切土法面の変状（土砂化）を踏まえた対策工の追加
③表層崩壊対策の追加 6億円 〃 裸地法面、転石の確認を踏まえた対策工の追加
④現道活用区間への接続位置変更 -12億円 計画の変更 現道活用区間への接続位置変更に伴い、当初接続計画に必要となる施工費用分が減

〃 190億円 〃 接続位置の変更に伴い、必要となる施工費用が増
増 額 計 208億円

今泉ＩＣ(仮)
いまいずみ

④現道活用区間への
接続位置変更

起
点
：

秋
田
県
能
代
市
二
ツ
井
町
小
繋

あ
き
た
け
ん

の
し
ろ
し

ふ
た
つ
い
ま
ち

こ
つ
な
ぎ

終
点
：

秋
田
県
北
秋
田
市
坊
沢

あ
き
た
け
ん

き
た
あ
き
た
し

ぼ
う
さ
わ

二ツ井今泉道路 延長5.9km

蟹沢ＩＣ
かにさわ

小繋ＩＣ(仮)
こつなぎ

T’15＝11,500台/日

道の駅 ふたつい

ＪＲ奥羽本線

③表層崩壊対策の追加のしろ

能代市

きたあきた

北秋田市

至秋田
②法面工の変更

出典：地理院地図に道路情報等を追加して掲載

①斜面崩落対策工の追加



４．事業計画の変更内容 ①斜面崩落対策工の追加（経緯）１／２

経緯
○ 令和４年8月の前線停滞による大雨の影響により、斜面崩落が発生。
○ 崩落発生のメカニズムや対策工について、学識者・専門家の助言をいただきながら法面の安定対策検討を実施。
○ 検討の結果、当該斜面は長期間にわたり連続した大雨を受けると地下水が低下しにくく、非常に不安定化しやすい土塊であることが

分かり、自然条件に合わせて安定解析を行ったところ、押え盛土が新たに必要となった。

断 面 図

▲①斜面崩落状況 垂直 ▲②斜面崩落状況 近景

②

▲③有識者との合同現地調査状況

10

平 面 図

至秋田 至青森

斜面崩落箇所



４．事業計画の変更内容 ①斜面崩落対策工の追加（対策工）２／２

斜面崩落対策工の追加（＋14億円）
○当初計画： ０億円
・対策なし

○変更計画：14億円
・押え盛土 約８万m3

項 目 当初計画 変更計画 変 動

押え盛土
0m3

(0億円)
約8万m3
(14億円)

+14億円

11

▼斜面崩落対策工 平面図

対策工 排土案① 排土案② 押え盛土案① 押え盛土案②

概 要
すべり破壊が懸念される不安定土塊
を、排土により除去する。

すべり破壊が懸念される不安定土塊
を、仮設補強を併用した排土により
除去する。

不安定土塊の滑動に対し、押え盛土
による盛土重量の増加により抵抗す
る。

不安定土塊の滑動に対し、補強土壁
を併用した押え盛土による盛土重量
の増加により抵抗する。

概念図

施工性

不安定土塊を除去するため、安定勾
配以下での掘削が必要であるが、掘
削量が膨大となる。

仮設補強（モルタル吹付＋鉄筋挿入
工）が必要となり、他案より工種が増
える。

押え盛土の増加のみで対策が可能
である。

押え盛土の増加に加え、補強土壁が
必要となり、他案より工種が増える。

事業への
影 響

不安定土塊の除去（掘削工）に多大
な期間を要する。

不安定土塊の除去（掘削工）と仮設
補強に多大な期間を要する。

押え盛土の増加分の期間を要する 補強土壁に多大な期間を要する。

工 期 約１１ヶ月 約８ヶ月 約８ヶ月 約８ヶ月

【参考】
全体事業費

約17億円（1.2） 約15億円（1.1） 約14億円（1.0） 約17億円（1.2）

評 価

×

不安定土塊上部の掘削量が多く現
実的ではない。

×

不安定土塊の撤去時に仮設補強が
必要となり、施工時の安全性に課題
が残る。

○
施工性に問題がない。

×

補強土壁の施工にあたり、施工済み
の改良体の撤去が発生するなど施
工性に劣る。

押え盛土
(補強土壁併用)押え盛土

仮設補強（ﾓﾙﾀﾙ吹付
＋鉄筋挿入工）

追加路体盛土

不安定土塊の除去

地山
掘削線

追加路体盛土

不安定土塊の除去

▼斜面崩落対策工 断面図（A-A’）



４．事業計画の変更内容 ②法面工の変更（経緯）１／２

(1)経緯
○ 当初計画では、事前の地質調査結果より、切土法面勾配は軟岩の安定勾配とし、植生基材吹付による法面保護工を計画。
○ 令和４年５月に当該箇所の切土工事に着手後、工事を進めていたが、泥岩のスレーキング（乾燥と湿潤の繰り返しによる軟岩の土

砂化）現象が見られ、表層崩壊の懸念がある法面であることが判明。
○ 上記の現場条件を踏まえた安定解析による再検証の結果、法面抑止工が必要となった。

安定解析断面 表層崩壊の懸念があるた
め、安定解析による再検
証を実施した結果、安全
率が不足し、法面抑止工
が必要となった

▲過年度地質調査結果

※過年度地質調査結
果では、亀裂少なく、
攪乱もなかったため、
表層崩壊発生の懸念
は無いものと考えて
いた

▲切土工事中（スレ－キング発生前状況）

▲降雨による乾湿繰り返しによりスレーキングが発生
（土砂化により、細粒分の流出がみられる）

12

堆積土砂（近景）

（堆積土砂）

スレーキング状況（近景）



４．事業計画の変更内容 ②法面工の変更（対策工）２／２
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▼法面抑止工 平面図

▼法面抑止工 横断図

鉄筋挿入工

連続繊維補強土工

▼対策工比較表

連続繊維補強土工＋鉄筋挿入工の追加（＋10億円）
○当初計画： １億円
・植生基材吹付 約1.1万m2

○変更計画：11億円
・連続繊維補強土 約1.1万m2
・鉄筋挿入工 約3.9万m

項 目 当初計画 変更計画 変 動

植生基材吹付
約1.1万m2
(１億円)

0m2
(０億円)

-１億円

連続繊維補強土工
0m2
(0億円)

約1.1万m2
(３億円)

+３億円

鉄筋挿入工
0m

(0億円)
約3.9万m
(８億円)

+８億円

合 計 １億円 １１億円 +１０億円

工法
吹付法枠工
＋鉄筋挿入工

連続繊維補強土工
＋鉄筋挿入工

特 徴
・剛性の大きい法枠工で安定性が高い。
・一般的に用いられる工法。

・全面を被覆保護するため中抜け崩壊の懸
念がなく、法面の安定性が高い。

断面図

施工性

〇
・コンクリート養生が必要となる。
・鉄筋の打設間隔が広く施工本数が少ない。

○
・コンクリート養生が必要ない。
・鉄筋の打設間隔が狭く施工本数が多い。
・湧水がある場合は、確実に湧水処理を
行う必要がある。（※）

景観性
〇

・コンクリート面が露出し、景観性に劣る。
◎

・全面緑化され、景観に優れる。

経済性
（直接工事費）

〇
52,828円/m2

◎
50,445円/m2

総合評価 ○ ◎（採用）

※当該箇所の場合、湧水がなく、安定計算による鉄筋挿入長等において比較した結果、
連続繊維補強土＋鉄筋挿入工が経済的に有利となった。



４．事業計画の変更内容 ③表層崩壊対策の追加（経緯）１／２

平 面 図

14

転石（岩片）近景

(2)経緯
○ 令和３年5月、今泉第一トンネル～第二トンネルの間の北側斜面に、複数の転石（石片）が確認されたため、斜面上部について、

現地確認をしたところ、裸地斜面（路岩表出）が確認された。
○ 上記を踏まえ、詳細な検討をした結果、斜面の表層崩壊が発生する可能性が判明したため、雪崩対策等も含め設計検討を行い、令

和３年度末に対策工法が確定したことにより、表層崩壊対策（雪崩対策含む）の追加が生じた。

▼確認された裸地斜面▼裸地斜面や転石が確認された斜面（全景）

▼北側斜面で確認された転石（岩片）

（仮）今泉第2トンネル（仮）今泉第1トンネル

至 青森至 秋田

転石(石片)確認箇所

裸地斜面（路岩表出） 裸地斜面（路岩表出近景）

転石（岩片）確認箇所

裸地斜面（路岩表出）

確認箇所

転石(石片)確認箇所

裸地斜面（路岩表出）

確認箇所



４．事業計画の変更内容 ③表層崩壊対策の追加（対策工）２／２
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簡易吹付法枠工標準展開図 断面図

▼簡易吹付法枠構造図

雪崩予防柵範囲

（仮）今泉第2トンネル（仮）今泉第1トンネル

至 青森至 秋田

簡易吹付法枠範囲

▼簡易吹付法枠・雪崩予防柵 平面図

▼雪崩予防柵構造図

表層崩壊対策（雪崩予防柵含む）の追加（＋6億円）
○当初計画： 0億円
・対策無し

○変更計画： 6億円
・簡易吹付法枠 約2.4千m2
・雪崩予防柵 約290基

項 目 当初計画 変更計画 変 動

簡易吹付法枠
0㎡
(0億円)

約2.4千㎡
(2億円)

+2億円

雪崩予防柵
0基
(0億円)

約290基
(4億円)

+4億円

合 計 0億円 6億円 +6億円



４．事業計画の変更内容 ④現道活用区間への接続位置変更（経緯）１／３
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当初計画

▲翔鷹大橋の特殊橋部分（エクストラドーズド橋）

経 緯

○当初の計画では、二ツ井今泉道路事業としては現道活用区間へ接続して、高規格道路ネットワークを構築する計画であり、今泉IC～蟹沢IC間は現道

活用する計画となっていた。

○現道活用区間にある翔鷹大橋については高規格道路ネットワークとして活用するため、秋田県において令和元～３年度に実施した「秋田県翔鷹大橋

検討委員会」で検討したが、補修や補強などに技術的課題が多くあることが結論付けられた。

○秋田県における委員会の結論を受け、令和４年１月より整備のあり方について、国による有識者委員会を行った結果、令和４年６月に、翔鷹大橋を

高規格道路ネットワークの一部として活用するためには、技術的課題が多く、事業費も膨大となり、実現性が低いことから、別線で整備することが望

ましいとの対応方針が決定された。

○上記を踏まえ、日沿道として高規格道路ネットワークを構築し、前後区間と統一したサービス速度80km/hを確保するため、二ツ井今泉道路での接続

位置の変更が生じ、必要となる施工費用が増加となった。

変更計画

決定した別線
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４．事業計画の変更内容 ④現道活用区間への接続位置変更（当初計画）２／３

①現道活用区間への接続位置変更による減（－１２億円）

○当初計画： １２億円
当初計画は、今泉ICから翔鷹大橋を含む現道活用区間へ接続する計画

○変更計画： ０億円
接続位置の変更に伴い、当初の今泉ICから翔鷹大橋を含む現道活用区間への
接続に必要となる施工費用が減額

当初計画 変更計画 変動

現道活用区間
への接続位置
変更による減

１２億円 ０億円 －１２億円

合計 １２億円 ０億円 －１２億円

今泉IC

【凡例】
当初計画の現道活用区間への接続施工部分



至 秋田市

至 大館市

出典：地理院地図に道路情報等を追加して掲載

凡 例

自動車専用道路

国道（事業中）

国道（決定した別線）

一般国道

一般県道

7

おおだて

あきた

至 大館市
おおだて

(仮)今泉IC
いまいずみ

今泉地区
いまいずみ

蟹沢IC
かにさわ

蟹沢地区
かにさわ

０ｋｍ ０．５ｋｍ

N
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４．事業計画の変更内容 ④現道活用区間への接続位置変更（変更計画）３／３

②現道活用区間への接続位置変更による増（＋１９０億円）

○当初計画： ０億円
当初計画は、今泉ICから翔鷹大橋を含む区間は現道活用する計画

○変更計画：１９０億円
接続位置の変更に伴い、必要となる施工費用が増加

当初計画 変更計画 変動

現道活用区間
への接続位置
変更による増

0億円 190億円 190億円

合計 0億円 190億円 ＋190億円



５．コスト縮減への取組み事例（トンネル設備の見直し） 一般国道７号 二ツ井今泉道路

19

トンネル設備の見直し（－０．３億円）

◆当初計画：１．４億円
・従来型非常警報装置

◆変更計画：１．１億円
・制御装置一体型非常警報装置

項 目 当初計画 変更計画 変 動

非常警報装置
(4台)

１．４億円
(4台)

１．１億円
－０．３億円

合計 １．４億円 １．１億円 －０．３億円

・当初計画では、トンネルにおける設備として「従来型非常警報装置」で計画していたが、「制御装置一体型非常
警報装置」に変更することにより、材料費及び設置手間においてコストを縮減。

従来型非常警報装置 制御装置一体型非常警報装置

当 初 見直し

▲非常警報装置 写真 ▲制御装置 写真 ▲制御装置一体型
非常警報装置 写真

▲非常警報装置 図面 ▲制御装置 図面

制御装置

▲制御装置一体型
非常警報装置 図面

制御装置



６．事業の投資効果

前回 今回 変化 変 更 概 要
基準年度（評価年度） R3 R4 あり • 社会情勢の変化（事業費増）による

評価区間 個別（※１）
算定延長：4.5km

一体（※２）
算定延長：64.45km あり • 一体評価の考え方見直しによる一体評価の実施

※１：二ツ井今泉道路、※２能代南IC～小坂JCT間
事業期間 H24～R5 S57～R14 あり • 12年間⇒51年間（一体評価の実施）
費用便益分析マニュアル H30.2 R4.2 あり • R4.2マニュアル改訂（原単位の見直し）
計画交通量推計年度 R12 R22 あり • 最新ODへの見直し
計画交通量推計ＯＤ（フレーム） H22OD H27OD あり • 最新ODへの見直し
計画交通量（台／日） 12,100 9,000 -3,100 • 最新ODへの見直し、及び一体評価の実施

事業費 億円 335（※１） 2,589（※２） －
• 一体評価の実施及び、事業計画の変更内容のとおり
※１ 二ツ井今泉道路の事業費
※２ 琴丘能代道路（能代南IC～二ツ井白神IC間）、二ツ井今泉道路、鷹巣西道路、

鷹巣大館道路（Ⅱ期）、鷹巣大館道路、大館西道路、大館北～小坂の合計事業費

費
用
便
益

億
円

全体
総便益Ｂ （現在価値） 205 5,923 －

• 一体評価の実施、及び計画交通量、事業費の見直し、マニュアル改訂
（原単位の見直し）による便益増総費用Ｃ （現在価値） 337 4,878 －

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 0.6 1.2 ＋0.6

残
事業

総便益Ｂ （現在価値） 205 313 －
• 計画交通量、残事業費の見直し総費用Ｃ （現在価値） 101 230 －

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 2.0 1.4 -0.6

〇算出条件・費用便益分析の前回比較

全 体
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

4,828 928 168 5,923

費用 C
事業費 維持修繕費 更新費 総費用
4,103 745 29 4,878

B／C 1.2

残事業
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

254 45 14 313

費用 C
事業費 維持修繕費 更新費 総費用
189 41 － 230

B／C 1.4

〇今回の費用便益分析 〇今回の感度分析

【全 体】
交 通 量：（-10%～+10%） 1.1 ～ 1.4
事 業 費：（-10%～+10%） 1.2 ～ 1.2
事業期間：（-20%～+20%） 1.2 ～ 1.2

【残事業】
交 通 量：（-10%～+10%） 1.2 ～ 1.6
事 業 費：（-10%～+10%） 1.5 ～ 1.3
事業期間：（-20%～+20%） 1.4 ～ 1.3

※費用及び便益の合計は表示桁数の関係で計算値と一致しない場合がある。
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７．事業の必要性に関する視点

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

８．事業の進捗の見込みの視点
○一般国道７号 二ツ井今泉道路
・開通時期については、完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定。

１）事業を巡る社会情勢等の関する視点
事業目的である、事故減少、災害時の信頼性、救急医療支援、地域産業・物流支援、観光地域交流支援、企業立地支援等が必要な状況は変化して
いない。

２）事業の投資効果 B/Cが事業全体で1.2、残事業で1.4を確保。※日沿道 能代～小坂の一体評価結果。
３）事業の進捗状況 R4.3末時点での進捗率は二ツ井今泉道路 73%。

１０．地方公共団体等の意見

１１．対応方針（原案）

21

○トンネル設備の見直しにより、コスト縮減を図っている。

○秋田県知事の意見
国の対応方針（原案）（案）については、異議ありません。
本県では、今年度から新たな県政運営の指針である「新秋田元気創造プラン」をスタートさせ、安全・安心で、快適な質の高い幹線道路ネットワークの構築に

向けて、高規格道路のミッシングリンクの解消や機能強化に取り組むとともに、企業立地や観光振興につながる道路の整備を推進しております。
当該路線は、日本海沿岸自動車道の一部を構成するものであり、産業集積の促進や物流の効率化など、暮らしと地域経済を支えるストック効果の発現が期待

されるほか、近年の激甚化、頻発化する災害時においては、国道７号とのダブルネットワークの構築による交通機能の確保が重要であることから、早期の整備が必要
であります。
特に、現道活用に課題のあった「(仮称)今泉ＩＣ～蟹沢ＩＣ間」の整備については、本事業の中で実施していただくこととなり、平常時・災害時問わず、信頼性の

高い高規格道路ネットワークの構築に大きく寄与するものと考えております。
引き続き、コスト縮減に努めながら事業の促進をお願いするほか、今般崩落した斜面の安定対策状況を踏まえ、出来る限り早期に開通見通しを公表していただくと

ともに、「(仮称)今泉ＩＣ～蟹沢ＩＣ間」についても、早期着工・完成を図るようお願いいたします。

事業継続
（理由）事故減少、災害時の信頼性、救急医療支援、地域産業・物流支援、観光地域交流支援、企業立地支援等のため、早期整備の必要性が高い。



箇所別の「事業の目的と概要」・「事業の進捗状況」について
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T’15= 19,764台/日

T’15= 11,480台/日

鷹巣IC
大館能代
空港IC

至
秋
田
市

至
能
代
南
Ｉ
Ｃ

至
青
森
市

至
二
井
田
真
中
IC

二ツ井今泉道路起
点
：
能
代
市
二
ツ
井
町
小
繋

延長5.9km
終
点
：
北
秋
田
市
坊
沢

能代市

藤里町

北秋田市

大館市

能代東IC
T’15= 9,209台/日

T’15= 16,451台/日

蟹沢IC

伊勢堂岱IC

至 大仙市

今泉IC (仮)小繋IC(仮)

延長（開通済） ： ５．９ｋｍ（－ｋｍ）
幅員 ： １３．５ｍ（完成２車線）
道路規格 ： 第１種第３級
設計速度 ： ８０ｋｍ／ｈ
事業化 ： 平成２４年度
用地着手 ： 平成２５年度
工事着手 ： 平成２６年度

○事業費・進捗率

•日本海沿岸東北自動車道の一部を構成する自動車専用道路事業
•事故減少
•災害時の信頼性
•救急医療支援
•地域産業・物流支援
•観光地域交流支援
•企業立地支援

○事業の目的
位置図 標準横断図

全体事業費
(うち用地補償費)

執行済み額※

(うち用地補償費)
全体進捗率※

(用地進捗率)
R3再評価時
(うち用地補償費)

完成 ５４３億円
（２4億円）

２４４億円
（17億円）

７３％
（８５％）

３３５億円
（１９億円）

○計画概要
起終点 ： 自：秋田県能代市二ツ井町小繋

ふ た つ い ま ち

ぼ う さ わ

二ツ井今泉道路

ふ た つ い いまいずみ

［単位：ｍ］

こ つ な ぎ

至：秋田県北秋田市坊沢

１２．一般国道７号 二ツ井今泉道路

※進捗率・執行済み額は令和4年3月末時点

社会情勢の変化等
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：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道・県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別

：市役所

：Ｈ27センサス交通量

平面図

12.0

1.75 1.753.5 3.51.5

（一般部）

（トンネル部）

二ツ井白神IC

大館能代空港

北秋田市役所

二ツ井今泉道路 前回 今回 変化 変 更 概 要

計画交通量（台／日） 12,100 10,900 -1,200 ・最新ODへの見直し

費
用
便
益

億
円

全
体

総便益Ｂ （現在価値） 205 300 +95
・マニュアル改訂（原単位
見直し）に伴う便益増、
及び事業費の増

総費用Ｃ （現在価値） 337 527 +190

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 0.6 0.6 ±0.0

残
事
業

総便益Ｂ （現在価値） 205 300 +95(※) ・計画交通量の減、残事業費
の増に伴うB/Cの減
※マニュアル改定（原単位
見直し）に伴う便益増

総費用Ｃ （現在価値） 101 228 +127

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 2.0 1.3 -0.7



今泉IC(仮称)
いまいずみ

小繋IC(仮称)
こつなぎ

ふたついもりよし
国道7号

（至 秋田市）
あきたし

今泉IC(仮)

小繋IC(仮)

二ツ井今泉道路起
点
：
秋
田
県
能
代
市
二
ツ
井
町
小
繋

延長5.9km 終
点
：
秋
田
県
北
秋
田
市
坊
沢

至
大
館
市

至
秋
田
市

④

①

N

②

蟹沢IC

道の駅ふたつい

③

至
大
館
能
代
空
港

あ
き
た
け
ん
の
し
ろ
し
ふ
た
つ
い
ま
ち
こ
つ
な
ぎ

あ
き
た
け
ん
き
た
あ
き
た
し
ぼ
う
さ
わ

一般国道７号
二ツ井今泉道路

秋田県

事業中
開通済み区間
一般県道

凡 例

トンネル区間

施工中

施工済

Ｒ4.１０月現在

①起点側からの全景

１３．事業の進捗状況 一般国道７号 二ツ井今泉道路

小繋ﾄﾝﾈﾙ(仮) 
1,153m

今泉第一ﾄﾝﾈﾙ(仮)
797m

※本体完成済み

今泉第二ﾄﾝﾈﾙ(仮) 
307m

着工前

④函渠工工事
〔函渠～今泉IC側〕

③今泉IC（仮）工事
〔今泉IC（仮）付近〕

至 大館能代空港IC
おおだて のしろ くうこう
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国道7号（至 大館市）
おおだてし

至 小繋IC(仮称)こつなぎ

至 今泉IC(仮称)いまいずみ

７

②今泉・造坂地区

撮影：令和４年１１月２４日撮影：令和３年１１月６日

撮影：令和４年１１月２４日

撮影：令和４年１１月２４日

蟹沢IC
かにさわ


